
～ 港中のさまざまな学習活動～ 

●命を守る・身体を管理する学習 
◎救命救急講習 

毎年、自他の命を守るために救命救急講習を行っています。今年度も、 

伊勢市消防本部の方々に来ていただき、学年ごとに全校生徒と教職員が講 

習を受けました。特にＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方を学びまし 

た。倒れている人に声をかけたり、人を呼ぶなど初期対応から、ＡＥＤ

の使用手順など、もしものときに命が助けられるよう真剣に学びました。指導された方から

は「３年生になるとＡＥＤの使用も上手になる」とのお言葉をいただきました。やはり経験

することによって、実践する力が身につくようです。あっては困りますが、万が一の時には

ぜひ講習で学んだことを実践して欲しいと思います。 

◎歯科衛生 

            ７月１日に１年生が歯科衛生について学びました。 

伊勢保健衛生専門学校の学生のみなさんに来ていた 

だき、歯磨きの仕方、口の中の衛生や、８０２０の 

運動などを学びました。歯磨きについては磨き残しがよく分かる薬をつけ 

て行い、各自の磨き方が正しいかどうかをチェックしました。しっかり磨 

けていた生徒もいましたが、磨き方に工夫が必要な生徒もいました。正しい磨き方をこれから 

も続けて欲しいと思います。また、この講習を受け、７月２日からは全校での「歯磨きキャン 

ペーン」を行いました。これは昼食後、全校生徒が歯磨きをするという取り組みです。これま 

でも６月に実施しました。このように港中学校は歯科衛生に積極的に取り組んでいます。１週 

間ほどのキャンペーンでしたが、キャンペーン後も歯を磨きたいという生徒の声も聞かれまし 

た。次回は９月に「歯磨きキャンペーン」を実施する予定です。ご家庭でもぜひ歯磨きの習慣 

をお願いいたします。 

◎薬物乱用防止教室 

７月２日に２年生を対象に、薬物乱用防止教室を行いました。講師に伊勢保健所 保健衛

生指導課主任 中瀬さんをお招きして、薬物とは何か、乱用の危険性、市販されている薬も

服用の仕方で危険な薬になることがあるなど、これまでの認識にはなかったことなども教え

ていただきました。「１回ぐらいなら」「誘われたし」なんて事は絶対にダメです。１回で

済まなくなり、自分から薬物中毒になってしまいます。絶対にやらないことが大切です。 
 

●キャリア学習  ６月２８日に２年生を対象に「ビジネスパー 

ク」を開催しました。地元の経営者や働く方々から、市内の中学生に仕事 

の意義や心構え、楽しさ、やりがい、職業によって必要な資格、失敗したこと、人生経験など 

を生の声として聞かせていただく授業です。今年度は税理士・料理人・お茶栽培・訪問看護 
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・新聞記者・店舗経営者などのみなさんからお話を聞かせていただきまし 

た。その中で、これから社会に出るみなさんに 

「いろいろな職業があり、専門的な仕事に就くことがあっても、今、 

中学校で勉強しているすべてのことが必要である。自分の仕事以外 

の知識や教養などがないと、きっと仕事もうまくいかない。社会に出てからしかわか 

らないが、中学校の勉強は大切だということを知ってほしい。」 

         と話されました。ぜひみなさんも今やらなければならない事をやりましょう。

それが将来に結びつくはずです。 
 

●平和学習 ７月９日に、千羽鶴を全校生徒で折りました。今年も 

伊勢市の各中学校から２人の代表者が広島平和記念式典に参加します。その 

際、代表者が港中生徒の平和への思いを願い、折った千羽鶴を持って行き、 

平和記念公園に献納します。港中では佐々木禎子さんの願いを、生徒会本部 

役員が全校に放送を使って訴え、一人ひとりがいかに平和が大切で、千羽鶴が平和の象徴に

なったのかを学習しました。そして平和を願い、思いを込めて千羽鶴を折りました。私たち

の気持ちが世界に届いて欲しいと思います。また、今 

年は「戦争遺跡パネル展」（１階ボランティア教室） 

として 10 枚のパネルですが、三重県の戦争に関する 

資料を展示しました。さらに、校区一色町にお住まい 

の吉川貞夫さんの戦争体験の DVD を観て感じたこと、考えたことを一人ひとりが文章に書き

ました。吉川さんがおっしゃった「まず身近な仲間と仲良くすることが平和への始まり」と

いうことや、パネルやDVDを見ることによって戦争について改めて考えて欲しいと思います。

パネル展示はどなたでも見ていただけます。(7/19 まで展示) 

学校までお越しください。 
                                                  

●環境学習 
７月７日に「勢田川七夕大掃除 2019」にボランティアとして参加しま 

した。毎年、自分たちの暮らしに大きくかかわってきた勢田川をきれい 

にし、後世に残したいという思いで、学校としてこの活動に参加しています。今年度は中体連 

の大会と重なり、残念ながら参加できない生徒もいました。また、降雨もあり十分な活動がで 

きなかったかもしれませんが、これからも地域の活動に積極的に参加して欲しいと思います。 

また、大湊地区在住者は２０日に鷲が浜の浜掃除をします。 

ちょっと一言        

私は最近、ウミガメの鼻にストローが入り込んでいる映像を見ました。そして、人がそのストローを抜いている 

間、ウミガメは鼻から血を流し、じっと痛みや苦しみに耐えている様子を見て、目を覆いたくなり、心が痛みまし 

た。地球規模で大きな問題となっている「プラスチックゴミ」です。七夕掃除の時にも、ゆっくりと海に向かって 

流れていくストローやお菓子の袋などプスチックゴミが無数にありました。私は何ができるだろう？みなさんは何 

ができますか？人間が今のままの生活を続けると、必ず地球の環境を破壊し、人類が滅亡するかも。 
 

大輪 ひまわり                （色鮮やかな写真はＨＰに掲載） 

これは４月に業務員の大倉さんが、ひまわりを植えてくれたものです。校門横にある花壇のひ

まわりが今大輪を咲かせています。丈も 180cm を超えています。（学校前の道路からも見ること

ができます）これから暑くなりますが、ひまわりのように背筋を伸ばして生活しましょう。 

 


